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創立記念例会 

弘前アップル RC は 

2012 年 6 月 1 日に 2830 地区の中で 

41 番目に認証されました。 

 

 

クラブ活動計画発表 1 

アカデミー委員会（角田睦子委員長）アカデミー委員会（角田睦子委員長）アカデミー委員会（角田睦子委員長）アカデミー委員会（角田睦子委員長） 

◯年間を通じてロータリーを学習し、感動す

るプログラムを組んでいく 

◯関場 PG を講師にお願いし、年 3 回のロー

タリーカフェ実施する（7/23・10/23・3/19） 

◯地区の研修会等は積極的に誘い合わせて参

加するよう誘い合う。 

◯会員の節目は楽しいプレゼントをする。 

◯職業奉仕月間等を捉え、必要な時は地区の

指導者にお願いして卓話をしていただく。 

週報は出来る限りレジメをもらい、簡略化し

ても例会の雰囲気を伝える写真を多く掲載す

る。 

◯例会プログラムは早目に確定し、会員に伝

える。 

 

会員増強・維持委員会（菊池勲委員長）会員増強・維持委員会（菊池勲委員長）会員増強・維持委員会（菊池勲委員長）会員増強・維持委員会（菊池勲委員長） 

1.会員数純 5 人増。 

2.会員候補者を会員全体で共有するネット

ワークを完成。 

3.会員候補者の外部卓話＆懇親会開催。 

4.会員増強の勉強会などへの積極参加 

 

 

 

弘前アップル RC 週報 
会長：荒田 俊治 幹事：坂本 大輔 2014/06/02 第 88 回例会 
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青少年奉仕委員会（澁谷明広委員長）青少年奉仕委員会（澁谷明広委員長）青少年奉仕委員会（澁谷明広委員長）青少年奉仕委員会（澁谷明広委員長） 

今年度は青少年交換留学生はおりません

が、昨年度の経験を生かし近い将来留学

生の受入を行いたいと考えております。 

そのためにもこの地域において青少年交

換プログラムを充分広報活動していく必

要があると思います。 

また地域の若者にロータリー精神を習得

してもらい、活動を共にして当クラブの

活性化を図れるようにローターアクト設

立を準備していきたいと考えております。 

活動計画 

１． 青少年交換プログラムの広報活動 

２． 留学希望者の発掘 

３． ホストファミリー候補の発掘 

４． 次回留学生を受け入れるまでの資

金の積立実施 

５． ローターアクトの広報活動 

 

 

ロータリー財団・米山委員会ロータリー財団・米山委員会ロータリー財団・米山委員会ロータリー財団・米山委員会    

（木村由美委員長）（木村由美委員長）（木村由美委員長）（木村由美委員長）    

ロータリークラブを通して日本の文化、習慣

などに触れ、社会参加と社会貢献の意識を育

て、将来ロータリーの理想とする国際平和の

創造と維持に貢献する人となることを期待さ

れる優秀な留学生を奨学することにより、民

間外交として世界に平和の種子を蒔くための

活動の一翼を担う。 

１ 公益財団法人ロータリー米山記念奨学会

の目的や活動などについての理解を深めるた

めの学習の場を設ける。 

２ 積極的な寄付活動を展開することや世話

クラブを引き受けることなどにより奨学生を

支援する。 

３ 奨学生との親睦を深めることにより会員

自身も成長できる機会を設ける。 

４ 委員会の関連業務全般を計画的に進める。 

 

 

 

 

会員の皆様、ご協力をよろしくお願

いします！                   


